
オーガニックビレッジ（武蔵野 FEC自給圏）

を実現する

所沢環境市民の会
農業ワーキンググループ

井上昌夫

＊FEC自給圏（内橋克人氏）：Food(食糧)  Energy(エネルギー)  Care(医療・介護・福祉)



＜自己紹介＞



農林水産業のかつてない厳しい環境

1 肥料・飼料・資材・燃料価格（施設園芸冷暖房費や輸送費）の高騰

2 急激な人口減少と世帯類型別人口構成の変化

単身世帯＞夫婦＋子ども世帯

   共稼ぎ世帯増加→加工食品への依存

3    実質賃金の低下→技能実習生も来ない

4 農産物の価格転嫁の難しさ

5 急激な気候変動（夏の沸騰化と冬の厳寒化）

    これまでの作付け時期、品種では対応しきれない

高温の直射日光の当る箇所は壊滅した

フザリウム菌による立枯病が多発



食料・農業・農村基本法改正の問題

•農地集約 大規模スマート農業による生産性向上政策

⇨ 中山間地農業を潰して、食料安全保障および

地域コミュニティを維持できるのか？

⇨ 家族農業の継承は、補助金対象外というムチ！

       ⇨ 大規模農業を推進するほど、地方は疲弊する！

･SDG’s達成の鍵となるのは＜家族経営農業＞

  ⇨ 生活圏内の有機資源循環による少量多品目生産へ



（参考）国政の法改正から見えること！



●所沢市の学校給食の現状を知ることから始めた

●所沢市 教育委員会学校教育部 保健給食課に
お願いし、出前講座を開催

●出席者30名(うち講師2名・幼児2名・スタッフ6名）



＜出前講座でわかったこと＞
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(参考)バラの量り売りが生産者も購買者にも無駄がない！

バラ量り売り
＝５００ｇ
または５玉売り

生協・ネット通販等
(袋詰め)

≒５２０ｇ～５５０g

量販スーパー等
(袋詰め)

≒５５０ｇ～６００g

☆選別・計量・カットするたびに、生産者の販売歩留は悪くなる！

☆農産品に、S ・M・L の規格は必要なのか？











武蔵野落ち葉堆肥農法





子供たちに最高の給食 を。
給食が美味しいと、子供たちは元気になる！

食を生産性と効率で図り、命まで遺伝子から創り変えればよしと
する経済思考は、人の体と価値観まで歪めてしまう。

学校給食を軸にしたローカルな＜循環型食システム＞が、
自然から切り離された私たちを、再び生態系の中に戻し、
社会を変える力を与えてくれる。

End
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